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ＪＳＴ社会技術研究開発センター公募事業・平成20年度社会技術研究開発事業
「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」

研究プロジェクト名

地域力による脱温暖化と未来の街－桐生の構築

研究代表者： 宝田 恭之
（群馬大学大学院・工学研究科・環境プロセス工学専攻・教授）

2012.11.21 研究報告会

ー脱温暖化と地域再生に地域一体で取り組むー

グリーン交通システム※の導入によるコンパクトでエネ
ルギー消費が少なく活力のある低炭素型の街作り

※ここでは徒歩，自転車，鉄道・バスなどの公共交通を効果的に結び
つけた低CO2排出型の交通システムをいう．

公共交通利用促進WG⇒マイカー利用削減，公共交
通の最適化，プラグイン自動車導入など

暮らしやすいコンパクトな街づくり

低炭素型の街作りを下支えする経済基盤整備
＝グリーン交通システムを支える経済基盤の確立

※織物伝統産業，産業遺産等観光資源，森林・水等自然資源

グリーン観光WG⇒公共交通利用観光の推進

商店街再生WG⇒情報共有による魅力的街づくり

地域資源活用WG
⇒地元産森林資源・交通インフラ整備

下支え

工学クラブ
長期的にCO2削減活動を

担う子供たちへの環境教
育，伝統文化の保存

2050年に向けたシナリオ

グリーン交通システム
の構築

地元資源・観光の活
用（経済基盤充実）

森林資源・自然エネ
ルギーとプラグイン電

気自動車との融合

CO2の80％削減達成

レンタサイクル+エコポイント導入WG ⇒徒歩や自
転車利用がしやすい街づくり

エコライフデザイン研究会

研究開発プロジェクトの実施主体と連携

社会情報学部

工学研究科
桐生市

群馬県林業試験場

群馬大学（学）自治体（官）

民間企業（産）

三洋電機㈱
富士重工㈱
太陽誘電㈱
桐生ガス㈱
㈱ミツバ
㈱小倉クラッチ
山田製作所㈱

包括協定

工学と社会科学
の協働

地域コンソーシアム
連携大学院
包括協定

JR東日本㈱
東武鉄道㈱
上毛電鉄㈱
わたらせ渓谷鐵道㈱

公共交通機関
（産）

桐生の清流と森林を守る会
きりゅう市民活動推進ネットワーク
2015年の公共交通をつくる会
わたらせ渓谷鉄道市民協議会
ファッションタウン桐生推進協議会
チームエコ
グリーンクリーンきりゅう
桐生手づくり緑化フェアほか

民間団体（民）

桐生商工会議所
商店連盟協同組合
生活協同組合

コープぐんま

商工会・商店街
（産）

次世代エ
ネルギー
研究会

工学クラブ

JST地域結集事業まちの中に大学が
あり，大学の中に
まちがある協議会

北関東産官学研究会

トランジットモールエリア
＝街歩き観光エリア

（EV，自転車，徒歩優先地域）

産業遺産・
伝統敵建築群地域

中心市街地＝コンパクトで暮らしやすい街
（情報技術による活性化）

P

来桐車用駐車場
（渡良瀬川河川敷，パークアンドライド）

上毛電鉄（サイクルトレイン）

わたらせ渓谷鐵道
（観光鉄道）

JR両毛線
（首都圏との接続）

東武鉄道
（首都圏との接続）

プロジェクトが目指す低炭素交通システム

コミバス経路
（観光エリアへの乗り入れ可）

レンタサイクルでの観光

コミバス用充電基地
太陽光発電 小水力発電
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2012年7月15, 16日

有鄰館

回収数 白紙 有効回答

2012年7月15日 49 0 49
2012年7月16日 50 7 43

合計 99 7 92

アンケートによるMAYUの試乗に関する感想

群馬大学 関先生・白石君による集計

快適だった ふつう
不快なところが

あった

系列1 75 15 2
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Q1乗り心地

特になかった
気になったところが

あった

系列1 82 9
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Q2安全面

EVバスの乗り心地について

１．2010年、 群馬大次世代EV研（宗村氏（㈱シンク ト ゥ ギャ ザー）リーダー）
と 協力企業がマウス型の一人乗り 車( 写真１,２) を完成。  
同車用イ ンホイ ルモータ （写真３）は㈱ミ ツバが開発。  

２．2011年2月、 JST-RISTEX環境・エネルギーR&Dプロジェ ク ト は、  
  こ のモータ ーを並列装着し た低速コ ミ バス製作を宗村氏に依頼。  
３．2011 .9  第1号試作車完成( 写真4) 。 富山の川端鉄工㈱も 内装に協力。

４輪マウスから8輪バスへ
ーEVの特徴を生かしたE-コミバス制作の経緯ー 

写真1( マウスのコンセプト) 写真2 （μ-TT2） 写真3(インホイルモーター） 写真4( 8輪コミバス)  

11 
堀尾代表資料

群馬大学次世代EV研究
会

eCOM8シリーズ
27社の共同製作

Line-up

●MAYU
●EMU

μ-TTシリーズ
28社の共同製作

Line-up

●μ-TT1
●μ-TT2
●μ-TTC

群馬大学
工学研究科

会員
企業 96社
個人 120名

研究会活動
情報収集
情報交換

EV基本技術
開発
企画

桐生タイムス

2012年7月14日（土）

2012年7月15日（日）
上毛新聞
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地域産業の変遷と新産業創生

伝統産業

～昭和初期

第2次大戦

戦後

高度経済
成長期

飛行機（太田）

飛行機開発･生産中島飛行機飛行機開発･生産中島飛行機

絹織物

織 機織 機

電機機器
半導体

繊維・織物(桐生）

エンジン 板金･溶接

金型 ミシン
自動車部品 ニット

遊戯機械
平和、ｻﾝｷｮｳ等

自動車
自動車部品

金型
樹脂成型

疎開工場群 （戦闘機関連、機械部品）

下請企業群の形成（機械工作、機械部品、電子部品、板金）

（電子機器、電気機械、自動車部品、電子材料、食品）

三菱電機・三洋電機・GE東芝・NEC・味の素･明電舎、日清紡、
カルピス、 ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｽﾄ、NEC、凸版、サントリー）

自動車ﾒｰｶｰ

高級繊維、染色

絹織物

繊維・衣類

電気・機械
自動車部品

【地域基幹産業】

飛行機産業

富士重工業、ｵｷﾞﾊﾗ
ｻﾝﾃﾞﾝ㈱、ﾐﾂﾊﾞ
山田製作、小倉ｸﾗｯﾁ
桐生機械､ｱｷﾚｽ

富士重工業、ｵｷﾞﾊﾗ
ｻﾝﾃﾞﾝ㈱、ﾐﾂﾊﾞ
山田製作、小倉ｸﾗｯﾁ
桐生機械､ｱｷﾚｽ

Gunma-U.Takashi Susai

企業
誘致

新産業エネルギー
環境産業

創作竹垣による街並み整備

インフラ整備用材料として利用

竹資源の活用
○ 高成長率の竹の活用＝森の侵食抑制

○ 伝建地区の景観改善⇒新しい観光資源の創出（創作竹
垣）

○ 街歩き観光客に対するプライバシー保護
○ 造園業者伝統技術の伝承+受注増加

まず簡単な
ところから

「もくべえ」完成品

屋外用

屋内用
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 鉄筋
 再生骨材
 パイプ
 木材
 モルタル
 ブロック
 基礎

創作竹垣展示会の実施協働体制

地域資源活用WG

桐生自然資源「垣」展
示実行委員会

グリーン観光WG

連携

地域力による脱温暖化と
未来の街－桐生の構築

後援 桐 生 市

提示場所提供・地域の合意形成
本町１・２丁目街づくりの会

竹垣デザイン・製作
群馬県造園建設業協会

群馬県造園緑化協会桐生支部
武蔵野美術大学

群馬県立勢多農林高校

展示中イベント
写真クラブ

宣伝 地域新聞・FM

北関東産官学研究会群馬大学工学研究科

・ 高成長率の竹を活用することによる街中へのカーボンストック

・ 廃棄後の燃料化によるCO2抑制， 竹林の適切な管理による森の侵食抑制

・ 伝建地区の景観改善による新しい観光資源の創出

地域資源の活用 創作竹垣の設置

創作竹垣 から 木塀 へ

桐生
‐80
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お買いもの調査

• 調査対象時点 2009年8月末を中心とした１か
月間

• 対 象 桐生市の全50,163世帯から
10,000世帯を無作為抽出
（世帯主が１５歳～８０歳のもののみ）

• 回答数 2,26７ （うち２サンプルは住所不明）

– 回答率 ２２．６％
– 桐生市の全世帯の4.51％を把握

• 調査内容
– 問１ 回答世帯・最寄駅
– 問２ 通勤通学先（今回報告しない）
– 問３ 来店記録
– 問4 お店を選ぶ・選ばないポイント
– 問５・６ 商店と交通に関するコメント

13

消費者の認識

店舗形態での比較

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%
商品

お店

交通快適さ

広告等

商店街

近隣大型小売店

郊外型大型店

14

その内容に関連した（○の数－×の数）

回答者人数×その内容の項目数

地元学・商店街地元学 子供地元探検隊

工学クラブ
地域教育委員会・学校との連携

商店街や子供たちとの協働
桐生
‐80

地域全体を巻き込んだ合意形成と地域主体形成のための取り組み
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【未来創生塾】 —未来社会100年計画—

自然環境

大学

未来創生塾

[教育の三本柱]push型教育からpush+pull型教育

●夢の発見 ●夢の実現 ●未来の創生

伝統文化

産業

[特 徴] ● 感性を育み、楽しい未来社会を構築するための人材育成

● 桐生市、大学、市民、企業による地域あげての総合教育

● 単なるイベントではない年間を通じてのカリキュラム

● 大人に知識を、子供に感動を！！

炭で電池を作る実験 FM桐生でスタジオ体験

自ら掘ったタケノコを炭焼きして食べる
桐生の生い立ちを知る
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小学校

大学

高校

中学校

行政企業

従来型：それぞれが独立、関連が極め
て薄い。

小学校

大学

高校

中学校

行政企業

未来創生塾：感性豊かな人材育成
を緊密に連携した地域全体が担う。

CO2削減シナリオ

もくべい•竹垣

人口移動
（ドーナツ現象緩和）
（中心市街地増加）
桐生市総合計画
（H24〜人口減少対策）

移動距離短縮
（中心商店街活性）

アンケート調査から
定量化

低速コミュニティー
ビークル(eCOM-8)

μ-EV

継続：子供地元学•未来創生塾•工学クラブ(16万人）

地域エネルギー
(小水力•太陽光)

脱温暖化をきっかけに全市体制が実現

大学 市

大学 商工会議所

商店組合 商工会議所

市民グループ

交通事業者

地域企業

地域小中高校

JST
RISTEX
脱温暖化
プロジェクト

市

大学

商工会議所 商店組合

市民グループ

交通事業者地域企業

地域小中高校

市

市

大学

大学

北関東
産官学研究会

北関東産官学研究会

大学

個別連携 全ステークホルダーが一体に

ＪＳＴ関係者と構造
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各種NPO等

織物組合 (寄付）

工学クラブ•未来創生熟

桐生高専

西田博太郎
（正三位勲一等）

まちの中に大学があり、大学
の中にまちがある推進協議会

群馬大学工学部

桐生市

工学部長

ファッションタウン協議会

北関東産官学研究会

桐生商工会議所

桐生市長

同窓会桐生支部

会頭

教育委員会
各部会

各種委員会

地域住民

PTA

就労者

各種研究会
桐生商工会議所

ファッションタウン
桐生推進協議会

生活文化委員会

FTネット委員
会

未来創生委員会（新設）

まちづくり委員会

産業活性化委員会

各種NPO等

工学クラブ•未来創生熟

まちの中に大学があり、大学
の中にまちがある推進協議会

北関東産官学研究会

地域住民

桐生市

桐生市長

教育委員会

各種委員会

PTA

群馬大学工学部

工学部長

同窓会桐生支部

次世代エコエネ研究会

予算

企画•運営

連携•援助

活動の継続性




